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写貫首コンクール
芝山はにわ祭の諸行事をテーマと した

写真コ ンクールを開催します。

奮ってご応募く ださい。

●作品…白黒 ･ カラープ リ ン ト (単) 四ツ切

●締切…平成2 1 年 1 2月 1 1 日圏 (郵送、 又は持

参) ●送 り 先… 〒 289 ‐ 1 692千葉県山武郡芝

山町小池992芝山町役場産業経済課内 (芝山

はにわ祭実行委員会) ●発表…入賞者に直接通

知の他、 千葉日 報紙上 (平成22年 1 月 中旬予

定) ●賞…最優秀賞 1 名 、 優秀賞5名 、 特別賞 1 0

名、 入選20名以内 、努力賞若干名

航空科学博物館
この航空科学博物館は、 多 くの皆さん、 とくに少

年 ･ 少女の皆さんが、 航空のこ とをより 一層理

解 してもらう ことを願ってつ く られま した。航空

に関することを楽 しみながら 、 だれでもが理解

でき、 さ らに関心のある人たちには、 専門的な知

識も得 られるように工夫して展示してあ り ます。

至富里I

至富里I .C .

殿塚 ･ 姫塚
芝山町周辺には数多 くの古墳が罐認されていますが、そ

の中で最も大きな前方後円墳であ り 、古墳時代後期の

ものといわれています。 また、 この古眞か らは全国でも

めずら しい形象はにわの行列が発見されま したが、 こ

れらのはにわは日本を代表するものといわれています。

後援/芝山町、芝山町議会、芝山町教育委員会、芝山町

観光協会、 芝山町商工会、 間千葉県観光協会、 千葉県

写真連盟、成田国際空港鱒、日本航空㈱、全日本空輸㈱、

日本オーチス･エ レベータ㈱、 コ ク ヨ フ ァニチ ャー㈱、

九十九里地域観光連盟、芝山町写真同好会

協力/㈱千葉日報社、㈱日本カメラ社

(注)選外作品の返送はご容赦願います。

入選作品の版権は本会に帰属します。 芝山古墳 ･ はにわ博物館
博物館には、 千翼県内から出±した壇翁や

古墳時代の考古這物が展示されています。

そのほか館内では、 復元された住居などに

よって古代をかいま見ることができます 。

ぶどう園

芝山千代田駅

こわ台団地 しばや

にセンター

･ はにわ大橋

● 空南

工業団地

● 朝倉地区

観光竹の子園 遷
･ ゴルフ場 奎

小

･芝山第ニ 溌
工業団地

●ゴル

宮門神社

●

役場

捧講説軒

芝山公園
自然に囲まれた落ちついた中にも . 野球場、

ミニアスレチッ クなど様々な施設があ り 、

子供か ら大人まで十分楽しむことができ

ます。また古蹟はにわ博物館や芝山仁王尊

に隣接してお り 、 歴史文化にも親 しめます。

さえ

芝山仁王尊
西暦78 1 年に創建された観音数寺は、 古

く か ら芝山仁王蔓の名で呼び頴しまれ、

仁王門に安置されている仁王尊像が広く

知 られています 。 ま た境内にあ る三重塔

も県内有数の有形文化財と して有名です。
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A 回

｢ 芝山仁王尊

至松尾 (R 1 26 )

東関東自動車道 ･ 富里インターか ら車で約30分。

千葉東金道 ･ 松尾横芝インター~車で約 1 G分。 成田綜
芝山鉄道芝山千代田駅からバスで約 1 5分。

新宿

、日市場 田

覇

芝山千代田駅よ り 無料送迎バス運行 会場 ･ 駐車場循環バス運行
9 : 00~ 1 8 : 1 5 芝山文化センター (駐車場)←一役場 (更生食堂) 前
※第 1 便のみ殿塚 や隊に停車しま虜 ↓ 9 " oo~ 1 7 : 35 ↑

殿塚 ･ 姫塚 -◆

芝山鉄道芝山千代田駅よ り 空港シ ャ トルバス運行

空港シ ャ トルバス 料金 文化セン

あ い ′ て スふ れ

(文鰕雍謀奎車 )
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芝山仁王尊 く P有)
メイ ン会場芝山公園

: 250円

: 200円

; 1 00円
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芝山ギネス六会
(芝山古頭はにわ艀橇舘駐車場)
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は に わ祭
この芝山町に人々 が生活 し始め たの は 1 万年以上 も 前に遡 り

ま す。 特に古墳時代後期 と 言われる 5 世紀中頃か ら 7 世紀の初

頭にかけて 、 見事な文化の華を咲かせた こ と は、 出土する は に

わや遺物か ら見て 、 明 ら かです。

古代は ま さ し く 大 自 然 と 闘い 、 共存 し ていた時代です。 厳 し

く 、 優 し い 自 然の 中で、 人 々 は力 を合わせ、 肩 を寄せあ い なが

ら暮 ら し てい た のではない で し ょ う か。 自然は人々 に豊かな心

を与え 、 人 々 は 自 然 を愛 し 、 絶え ず暖かい心を通わせて暮 ら し

ていた時代。 ｢ は にわ｣ は、 そ ん な時代の人々 その も の な のか

も しれま せん。

｢は に わ祭｣ は 、 その よ う な 自讃こ わ ｣ が語 り かける も の を ま
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っ す ぐに “受け と め る祭です。 人間本来の心を取 り 戻すこ と--

それは 、 物や金 を 人生の全て と する こ と な く 、 心豊かに暮 らす

こ と にほかな り ま せん。

古代の衣装 を 身 に ま と い 、 心身 を清め 、 わだか ま り を捨て 、

現代に現れた古代の神 々 と し て登場す る 人々 を 、 感謝と尊敬の

気持ち で迎え る ｢は にわ祭｣ 。 町を あ げ、 心 を合わせて こ の祭

を行 う こ と で、 私たち は忘れ ら れつつあ る ｢ふれあ い ｣ の気持

ち を再認識で き る はずです。 一つの生活共同体と も 言え る こ の

町を 、 そ し て暮 ら してい る 人々 を 、 お互い に も っ と 大切に し て

い き たい と 思い ま す。 それが ｢は に わ祭｣ なの です。
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9 : 30~ 1 0 : 00 (殿塚 ･ 姫塚)

8 日の はにわ祭
降臨の儀
古代人の出現

●殿部田神楽 ●神宮の祝詞 ●古代人の出現

●歓迎の辞 ●国造の御託宣

●町長の誓詞 ●巫女の舞

●

●

交交歓の億 1G 45~ 1 1 ･ 45 (芝山仁王尊)
古代人の来臨を仰ぎ歓迎の法要と現代人との交歓

●古代人来臨 ●歓迎法要 ●巫女の舞

●白桝粉屋踊

行列の儀 1 3 ‐ oo~ 1 3 ･ 40 (芝山に王尊~芝山公園)
古代人の一族が勢揃い し 、 行列を行う

●古代人の行列 ●子供はにわみこ し 9 隣

歓迎の儀 . ･ , 瞭盟約 (芝山公園芝生広場) ;鴇鼈揆
古代人と現代人との交流

●委員長あいさつ ●歓迎の言葉 ●巫女の舞 ●白桝粉屋踊 勤陳

昇天の儀 1 6 ‐ oo~ 1 6 ･ 30 蛯山公園芝生広場)
古代人がメ ッセージを残して昇天する

●かがり火 ●現代人、 古代人のメ ッセージ交換 ●昇天

産業祭･文化祭･商工まつり
■産業祭 9 : 00~ 1 6 : 30 (芝山‘
●地元産品即売 ●もちつき大会 ●ミニ動物園

■文化祭 9 : 00~ 1 7 : 00 (中央研修所)

■商工まつ り 1 0 : 00~ 1 6 : 30 (芝山公園芝生広場)
●スタ ンプ福引大会 ●ウル トラ クイズ ●大モチ投げ大会

業祭･文化祭･商工まつり .

芝山千代田駅よ り 無料送迎バス運行
9 :00~ 1 8 : 1 5 ※第 1 便のみ殿塚 季臣塚に停車 しま虜

自由民権家
桜井静墓碑
(国会開設の先覚者)
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9 : 00~ 1 6 : 30 (芝山公園芝生広場)

協賛イベン ト 8 日の
■古代体験村 1 0:00~ 1 5 :00 (芝山古墳 ･ はにわ博物館)
勾玉づく り 、 火おこ し 、 古代チーズの試食等

■ミニ動物園 (芝山公園芝生広場) ■ミニ SL (芝山公園駐車場)

■芝山ギネス大会(芝山古墳はにわ博物館駐車場)
(種目)将棋積み、輪ゴム通 し 、 小豆運び、 ザ ･ We ight 、
突撃三銃士、 フ リ ース ロー (バスケ) 、
ス トラ ッ ク ア ウ ト (野球) 、 キ ッ クターゲ ッ ト (サ ッ カー)

輝か し い未来に 向か っ て
　 　 　ぼ0% 0を0宅0等0豊になご もo% ◇ % ◇ @ 玉 、止 -国造 の御託宣 語りげぬ ◎きききききふくもご

うが ひら

即ち荒野を焼き、 畑地を起こ し 、 溝を穿ちて水田を拓く 。
、あのワ

か く てこの里に黄金の稔、 波寄するに至れり 。
とャ と

御子の御子御子、 我らの営みのまにまにこのう ま しき郷土を守り

伝う 。
いまごと め ぐろ

しかるに今人、 太陽と大地の広大なる恩恵を忘れ、 物質文明の繁

栄に酔い しれて、 自 ら人間の霊性を捨て去らんとす。
めく

人々今に して自己の尊厳に気付く と共に 、 大自然の恵みに感謝す
5もい じ じ よ う じ ぱ く

る の念を起こさざれば、 自縄自縛、 遂に 自 ら作り しものに 、 人間存

在の根底を奪わるべし 。
73 0: もこと

希わ く ば我が子孫、 人間の本然の姿に立ち返り 、 自 ら命と呼び、

人心荒ぶり 、 混迷度を増す今の世なれば、 我等が故郷ここ芝山に

はにわ祭りを起こさ しめ 、 人々に我等の念を伝え示さん。

今の世を去る こと遥かなる昔、 我が同明確ふを合わせ、 力を尽く し

国起こ しを行き、 。

とtびう 扇が

朋を神と崇め し 、 平 -ナく安らげき心もて事に当たれ。
こん こん

澄み切れる大気の中 、 緑膿き野山の内よ り浪々と清水湧き出で、
おおもう .み

集ま り て川とな り大海にそそぐ。
なんUU ら と う と う

汝等聴かすや、 時空を越えた酒々たる大地の賛歌を。

この我等らがう ま しきまぼろばの里をおるがみ守 り て子孫に伝え

よ。
とをがら

人々皆志を同 じ う する同朋 、 心を合わせ、 輝ける未来のため努め

られよ。

誠必すや、 天に通じ、 光明この地に充ち満たん。
よ も

さすれば 、 やがて人々これを讃えて四方ツ国に於いて新しき国造

り を行再、に至り 、 人々、 気高き日の本の大和のこころに包まれん。
あ す 蛭 や お、 よ う 静

日出づる瑞穂の国の八百萬の神々この事を愛で賜うべし 。

吾れ 、 子子孫孫にこの事を伝へ、 その浄業を促さんが為に招きに

応じて出現せる者也


